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上演

教室の窓や扉、黒板など舞台装置が１つ１つ丁寧に製作されていて作品に入り込めた。ま

た、１番驚いたのは「照明」。時間経過や状況、登場人物の心情、さらには効果音に応じて色

が変化したり点滅したりなど様々な工夫がなされていた。物語の構成も巧みで感動しました。

素晴らしい劇を共有していただきありがとうございました。 担当者：古郡（宮城学院） 

●本番の感想＆雰囲気： 

舞台に上がったらアドレナリンが出過ぎて素の自分がところ

どころに出てきたが、アドリブが多かったけど楽しかったで

す。楽屋でリラックスし過ぎないて普段のように過ごしてい

たら時間を誰も観ておらず、開始時間に慌てたので、本番と

いう雰囲気にならず、ある意味普段通りに感じた。 

 

●思い出に残った台詞 

「ああ、こんな喜劇じみた夢も・・・案外、悪くなかったなって」 

 

●自分たちが選ぶMVP 

有地夏岐（葵） 理由：足を怪我したていたけどにも関わら

ず、膝をつき名演技をした主役だから。 

 

●頑張ったこと・難しかったこと・工夫点 

パネル管理。本番の２、３日前に扉枠のパネルが強風 

で倒れて壊れてアラビックヤマトで直したから。 

  

●これからに向けて 

 赤点を回避して進学したい。 

 

●役作りで意識したこと 

自分の素を出すことで演劇がより自然になるように意識 

した。また、予定調和にならないように意識した。 

 

●大会期間中に流行ったワード 

「岩崎」「よいしょ、こらしょ、どっこいしょ」 

「ツイステ」「かぜはや」 

９ 

 

 

●本番中のハプニングあった？ 

長ゼリフをカミ、着替えるの

を忘れ、照明がズレ、セリフを

ド忘れしました。暗転中にクロ

ームの電源が入り画面がついて

凄くあせりました 
 


